
４月１３日「もくもくせいそう」 

おはようございます。 

今日の朝会では、４月から新しく始まった もくもくせいそう について、みんなにお話しします。 

（     １ 「もくもくせいそう」が始まりました） 

今年度から、掃除の時間を昼から朝に変えました。 

そして、みんなが しゃべらず、もくもくと掃除に取り組む ことから、この新しい掃除を 「もくもく

せいそう」 と名付けられました。 

朝の静かな学校に、みんなが集中して掃除をしている姿が広がると、とても気持ちのよい一日のスター

トになります。 

（   ２ もくもくせいそうは「心」をみがく時間） 

もくもくせいそうは、教室や廊下をきれいにするだけではありません。 

みんなの心もみがいていく時間 です。 

特に、次の３つの心を育てていきます。 

• がまんの心 — おしゃべりしたくてもがまんする。面倒くさいと思わずに、最後まで掃除をや

りきる心。 

• はっけんの心 — ごみを見つける、まだ掃除していない場所に気づく、まわりをよく見る心。 

• 正直な心 — 先生が見ていなくても、ごまかさずに静かに掃除を続ける心。 

この３つの心は、勉強にも、友だちとの関わりにも、これからの生活すべてに役立つ大切な力です。 

（      ３ 火・水・金の朝は、心をみがく時間） 

これから毎週 火曜日・水曜日・金曜日の朝 に、もくもくせいそうを行います。 

学校をきれいにすることは、みんなが気持ちよく過ごすための大切な仕事です。 

そして同時に、みんな自身の心もピカピカにみがいていく時間です。これからも、静かに、ていねい

に、そして心をこめて、もくもくせいそうに取り組んでください。 

みんなと同じように朝掃除をしている深大寺の住職さんに聞いたところ、朝掃除をすると、きれいにな

って、心もみがかれるだけでなく、頭の働きがよくなり、運気もアップすると話されていました。みな

さんもこれからがんばってください。 

それではお話を終わります。 

 


